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　RILEM（国際材料構造研究者連合）は、従前、国際材料構造試験研究機関連合と称し、加盟約70カ国の公的機関や大学における研究者を中心とした活動を行っていたが、今日では、より一層幅広く活動を進めるため、公的機関における研究者だけではなく、各国の民間企業における研究者の参加を認めている。現在、RILEMには数十のTCが設置されている。

TC-192ECM（環境共生建設材料・システム、委員長:樫野紀元）は、2001年10月に設置が認められ、今日まで約三年間、東京、ローマ、リスボン、ライプチッヒ、郡山で委員会を開催し、2004年9月のRILEM Week（総会や理事会および関連シンポジウムを毎年9月の第二週に開催）における、「持続発展が可能な社会基盤構築のための材料・建設システム」国際シンポジウム開催の準備や、「State-of-the-Art –Report」の取りまとめに関する討議を行ってきた。TC-192ECMは、今回のRILEM　Weekにおいて、上記国際シンポジウムを開催し、数々の成果を上げて終了し、現在、表記レポートの取りまとめを開始している。

　委員会で検討を行っている上記レポートの項目は以下のようである。

・資源；天然資源の活用、リサイクル、循環型材料など。

・室内環境；シックハウス・シックビル対策材料。

・エネルギーの有効利用；建築空間計画、リノベーション。

・ライフサイクルアナリシス；LCA評価手法など。

・環境評価；材料劣化環境の定量化など。

・公害発生抑制；炭酸ガス吸着材料、水質浄化材料など。

　これについては、TC-ECM委員会のメンバーをはじめ、それぞれの分野における世界的な研究者に執筆を依頼済みであり、来年8月に脱稿の予定である。内容に関しては次回委員会（2005年9月、ベルギーで開催）で討議されることになっている。
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